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『会長挨拶』 

一般社団法人岐阜県損害保険代理業協会   えんどう  よしかつ 

会長 遠藤 昌克 
 

例年より少し遅れて６月１４日、岐阜県も梅雨入りしたとみられると発表があり 

ました。梅雨といえば「紫陽花」を思い浮かべます。鎌倉の長谷寺が有名ですが、 

関市のあじさいロードも素晴らしいとのこと。板取川沿岸、２４キロにわたり７万 

本の紫陽花が咲き誇るようです。日本の街で最もよく見かける植えられた紫陽花は 

青や紫が多いですが、日本の土壌は火山帯のため弱酸性の土壌が多いためだそうで 

す。欧州ではアルカリ性の土壌が多いため赤い色の紫陽花が多いとのことです。 

そしてもう一つ梅雨といえば「しとしとと降り続く雨」のイメージですが、近年は、 

災害が発生するレベルの激しい雨が長い時間、降ることも珍しくなくなりました。 

令和２年７月７日から８日にかけ中濃から飛騨地方を中心に断続的に激しい雨が降り、コロナ禍における

災害対応が求められた記憶に新しい大規模災害です。今、現在は空梅雨ですが戻り梅雨もあるかと思いま

す。防災対策をしっかり準備しておきましょう。 

 さて、日本代協の通常総会が６月１４日、３年ぶり 

にリアル開催されました。当日朝、全員が抗原検査を 

行い、陰性を確認しての開催でした。今年は役員改正 

の年で新潟の小田島綾子氏が、日本代協初の女性会長 

に就任されました。会長懇談会では「仲間づくり推進」、 

「三冠王」の取り組みに関する表彰が行われ、期限付 

きのキャンペーンも含め、東海ブロックでは岐阜県代 

協だけが表彰対象になれず、非常に悔しい思いをしま 

した。今年度は「三冠王」以上の達成を必ずやり遂げ 

る決意です。特に仲間づくりにおいては早めに活動し、 

セミナー等には未加入代理店に声掛けし、保険会社の 

皆様にもご協力をお願いして会員増強を進めていきた 

いと思います。 

また、東海ブロックの４代協も私以外は新しい会長となり新体制で活動していきます。１７日開催の東

海ブロック協議会では４代協とも必ずや「三冠王」をとり、壇上に全員上がることを誓いました。 

引き続きコンサルティングコース受講者、BCP 策定、事業継続力強化計画認定申請、ぼうさい探検隊、日

本代協アカデミーなどご協力よろしくお願いいたします。 

 最後に６月末日をもって日本代協の野元専務理事がご退任されます。この岐阜県代協にもセミナー講師

として岐阜や高山にお越しいただきました。私も８年前から２年間、日本代協 CSR委員会で大変お世話に

なりました。また、金融庁担当課長と全国会長との懇談会を実施するなど代理店の地位向上に本当にご尽

力いただきました。敬意を表しますと共にひとかたならぬご厚情とご指導を賜りましたことに深く感謝申

し上げます。１３年間お疲れさまでした。そしてありがとうございました。 

１ｐ・・会長挨拶／目次                ９ｐ・・『街道シリーズ』（美濃路その 30）松尾 一 
２ｐ・・スケジュール／事務局より        １０ｐ・・会員投稿 
３ｐ・・支部活動報告①              １１ｐ・・提携事業者広告掲載① 
４ｐ・・支部活動報告②             １２ｐ・・提携事業者広告掲載② 
５ｐ・・代理店紹介               １３ｐ・・提携事業者広告掲載③ 
６ｐ・・中さんの保険諸国慢遊記（194）  ①   １４ｐ・・提携事業者広告掲載④  
７ｐ・・    保険ジャーナリスト   ②   １５ｐ・・委員会報告／編集後記 
８ｐ・・          中﨑章夫  ③  
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～ ス ケ ジ ュ ー ル ～ 

 

 

～事務局より ～ 

★ 保険プロ代理店 向けセミナー開催のご案内 ★ 
～アフターコロナで生き残る～  

プロ代理店のビジネススタイル変革  

上記講演内容のセミナー開催につきましてＦＡＸにてご案内いたしましたが、会員の皆様には 

同案内チラシを再度お送りいたします。参加希望の方はお申込み下さい。 

★２０２３年版 『代理店・店名名入れ』代協カレンダー申込みについて★ 

『代理店・店名名入れ』代協カレンダーの申込み受付中です。 

今年度のお申込の最終締め切りは ２０２２年 ９月３０日と 

なっております。  

ご希望の方は県代協事務局までお申込下さい。 

 

岐阜県代協事務局  TEL ： ０５８－３２９－００５０   

FAX ： ０５８－３２９－００４０ 

Ｅメールアドレス ： gfdaikyo@opal.ocn.ne.jp （担当：小川百合子） 

 

日付 主催 行事・議題・内容など 開催場所 

６ ８ 水 岐阜 岐阜東ブロック会（１２：００～） かにの華 

 ９ 木 東濃 例会（１１：３０～） みわ屋 

 １３ 月 教育 委員会（１３：３０～） 岐阜県代協事務局 

 １４ 火 日本代協 通常総会（１０：0０～） 損保会館 2F 大会議室 

 １４ 火 中濃 例会（１０：３０～） 太田交流センター 

 １４ 火 飛騨 例会（１１：３０～） まるいや高山 

 １７ 金 東海ブロック 東海ブロック協議会（１３：３０～） 愛知県代協事務局 

 ２０ 月 広報機関誌 委員会（１３：３０～） Web開催 

 ２２ 水 組織 委員会（１４：００～） 岐阜県代協事務局 

 ２２ 水 岐阜 岐阜西ブロック会（１２：００～） 石金 

 ２８ 火 県代協 三役会（１０：００～） Web開催 

７ ５ 火 県代協 理事会（１３：３０～） 瑞穂市総合センター 

 ６ 水 西濃 例会（１１：３０～） 五右衛門 

 ８ 金 東濃 例会・懇親会（１８：００～） 食舎 

 １２ 火 中濃 例会（１０：３０～） 太田交流センター 

 １２ 火 飛騨 例会（１１：３０～） ひだホテルプラザ来来飯店 

 ２０ 水 企画環境 委員会（１２：００～） かにの華 

 ２５ 月 あいおいニッ 

セイ同和共催 

保険プロ代理店向けセミナー メディアコスモス 

（ハイブリッド開催） 

９ ２１ 水 県代協 秋のセミナー ぎふ清流文化プラザ 

長良川ホール 
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【岐阜支部６月活動報告】 

〇岐阜支部東ブロック会開催報告 

開催日時 ： ２０２２年 ６月 ８日（水）１２：００～   開催場所 ： かにの華 

参加者数 ： １２名                    報告者名 ： 後藤 信夫 

≪内容≫ 

３年ぶりのブロック会開催でした。新型コロナウイルス感染防止対策を行い、１２名の方にお集まり 

いただきました。ここ最近はなしえなかった顔を合わせての交流、活動ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             (東ブロック会) 

 

〇岐阜支部西ブロック会開催報告 

開催日時 ： ２０２２年 ６月２２日（水） 

１２：００～    

開催場所 ： 石金 

参加者数 ： １３名                     

報告者名 ： 木村 恵太郎                   (西ブロック会) 

≪内容≫ 

コロナウイルス感染のリスクがある間は、リアルブロック会開催は控えておりました。開催したいけど

安全を一番に考えないといけない……。先の見えない大変さというのもこの３年間は感じましたが、よ

うやく少しずつですが規制も緩和され開催することができました。ご参加いただきました皆様ありがと

うございました。 

 

【西濃支部６月活動報告】 

〇西濃支部６月例会報告 

開催日時 ： ２０２２年 ６月 １日（水）１１：３０～   開催場所 ： 大垣「五右衛門」 

参加者数 ： １４名（会員１１名、提携事業者３名）     報告者名 ：  中河 美智彦 

≪議題≫ 

①連絡事項 

 ・5/18 県代協総会出席御礼 

 ・7 月または 8 月 夏の親睦会開催について（未定） 

 ・提携事業者案内・・ファブリカ・・６月以降の岐阜県担当者紹介 

②委員会報告 

 ・企画環境・・火災保険改定について（保険金請求の悪徳業者の注意） 

 ・教育・・9/21 秋のセミナー開催予定 

③その他 

  ・日本代協通常総会 6/14 開催 

 

   ※次回例会 ２０２２年 ７月 ６日（水）１１：３０～  大垣「五右衛門」にて 
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【中濃支部６月活動報告】 

〇中濃支部６月例会報告 

 開催日時 ： ２０２２年 ６月１４日（火）１０：３０～ 

 開催場所 ： 太田交流センター 研修室 

 参加者数 ： ８名     

 報告者名 ： 丸野 博文 

 ≪内容≫ 

① 委員会報告 

・教育・・秋のセミナーについて 

・CSR・・BCP 策定、ぼうさい探検隊 目標３件 

② ８月に BBQ 開催について 

 ・８月１９日（金）１８：００～ いずみ荘（美濃市安毛 31-5）にて開催予定 

開催案内については後日 FAX 連絡いします 

③ その他情報交換 

 

  ※次回例会 ２０２２年 ７月１２日（火）１０：３０～   

太田交流センター 研修室にて 

 

【東濃支部６月活動報告】 

 〇東濃支部６月例会報告 

 開催日時 ： ２０２２年 ６月 ９日（木）１１：３０～  

 開催場所 ： みわ屋 

 参加者数 ： １２名   

 報告者名 ： 田口 友喜 

 ≪内容≫ 

 ・提携事業者案内・・ファブリカ・・レンタカーキャンペーン案内 

 ・各委員会報告 

 ・研修会開催について 

 ・その他情報交換 

 

  ※次回例会 ２０２２年 ７月 ８日（金）１８：００～ 場所（多治見地区にて開催予定）にて 

 

【飛騨支部６月活動報告】 

〇飛騨支部６月例会報告 

 開催日時 ： ２０２２年 ６月１４日（火）１１：３０～ 

 開催場所 ： まるいや高山 

 報告者名 ： 熊木 千夏 

 ≪内容≫ 

① 夏のセミナーについて 

   ７月２９日（金）東海ブロック理事の下村様に講師をお願いしてセミナーを開催する 

   次開催場所については下呂の水明館にて開催予定です。 

 （下呂の代理店とも交流ができるようにと開催する予定です） 

②委員会報告 

・企画環境 事業継続力（強化計画の認定等）の話 

・教育 秋のセミナー９月２１日（水）の開催予定  

     代協アカデミー登録、コンサルティングコースの受講のお願い 

・ＣＳＲ委員＝ぼうさい探検隊の応募のお願い、学生に対しての出前講座のお願い 

・組織・・後日委員会予定 

・広報機関誌・・後日委員会予定 
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飛騨支部 国府ＪＡＰＡＮ株式会社 
 

＜代理店名＞ 

国府ＪＡＰＡＮ株式会社 

 

＜所在地＞ 

〒506-0807 

高山市三福寺町 214-5 

電話 0577-77-9730 

FAX 0577-77-9731 

 

＜代表者＞ 

萱垣 宏光 

 

＜スタッフ＞ 

 ３名 （男 ２名、女 １名） 

 

＜取扱保険会社＞ 

損害保険ジャパン株式会社・SOMPO ひまわり生命株式会社 

 

＜略歴＞ 

平成２９年４月１日 設立 

令和 ４年３月１日 高山市三福寺町へ移転 

 

＜事務所の環境＞ 

高山市ローソン三福寺店裏 

 

＜経営理念＞ 

飛騨地域に愛される会社を目指します。 

 お客様に保険を通して喜びと感動と満足を与え続けます。 

1.感謝  

2.挑戦  

3.柔軟  

4.共感  

5.信頼 
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中さんの保険諸国漫遊記（１９４） 

保険ジャーナリスト 中﨑 章夫 

 業界の未来の風を感じた、ＲＩＮＧの会オープンセミナー 

－代理店と保険会社が共に考える未来志向のパートナーシップとは？ 

 

◇多様性を認め合うことに明日の活路が 

 筆者が創立（１９９７年）からアドバイザーとしてかかわるＲＩＮＧの会のオープンセミナーも１９

９８年の第１回から２３回目を迎えたことは感慨深い。一昨年の２０２０年はコロナ禍、緊急事態宣言

が出される中で中止、昨年はパシフィコ横浜からの会場でのセミナー収録を実況でオンライン中継する

という方式で何とか実施にこぎつけた。そして今回は３年ぶりのパシフィコ横浜でのリアル・オンライ

ン併用のハイブリッドでの開催を実現させた。 

 今回は、こうした困難な状況下であったが、コロナ後を見据え、保険業界、代理店経営の次の一手

（next move）を考える場にしようというのが狙い目だった。それには、旧来型の思考法の再点検、

特に業界内求的かつ保険会社依存の強い代理店の思考・組織体質を総点検し、そこから未来志向型、オ

ープンイノベーション型の多様性を認めあうような新たな思考法こそが求められるのではないか、それ

は代理店のみならず保険会社とともに考える課題である、ことを提起する、実にチャレンジングなもの

であった。 

 

◇リアルとオンライン併用で実施 

 保険代理店とアドバイザーによるＲＩＮＧの会（会長・小坂学）では、今年２０２２年６月１８日（土）

は来場（リアル）とオンラインのハイブリッドという初の試みで行われ、いまだコロナが終息しない段

階だけに、感染防止対策を徹底させ、３０００人収容可能な１階客席を、前後左右に座席間隔をあけ、

来場申込者４４１名、オンライン視聴者５１０名、１９社・団体参加の展示ブース関係者１１７名、そ

の他パネラー等含め合計約１０７０人での開催となった。またセミナーの合間には、ブース出店企業・

団体のセミナー会場でのプレゼンタイムも設定され、会場のみならずオンラインでも中継されるなど運

営上の工夫もあった。 

 今回、チケットペイを活用し、参加者にスマホでＱＲコードを読み取ってもらうＷｅｂ受付を初めて

導入したが、従来のアナログ受付と違い実にスムーズに運んだ。ここにもデジタル化の流れが来ている

ことを実感した。 

 

◇次の一手を保険会社とともに考える！ 

 今回のメインテーマは「NEXT MOVE」～新たな時代に次の一手を～。２年に及んだパンデミック

の波は、本年を境に新たなフェーズに突入することになりそうだ。そんな未来目線の経営者達が、具体

的に「次の一手」をイメージし、その実現に元気よく踏み出すためのヒントを提供することを目指すの

がねらい。 

 今回のセミナーの大きな特徴は、「保険会社と共に考える」ことだ。保険代理店としての NEXT MOVE

は保険会社と共になければ実現できないことを、過去のセミナーで経験してきたので、今回のオープン

セミナーは、保険代理店だけでなく、保険会社と共に考えることを重視し、３つのセッションを通じて

その内容を提唱することになった。 

 

◇コロナの現状と今後で指針提供 

 第一部では感染症の専門医である松本哲哉先生（国際医療福祉大学医学部感染症学講座 主任教授）

による基調講演が行われた。テレビでもよく見る専門医による、コロナの現状と今後の状況に関する説

明は、非常に具体的で今後のビジネスや生活をしていく上でとても参考になるものだった。 
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 なかでも、コロナには無症状の人が多くいることから、日本では既に３人に１人は感染済みの可能性

があるとのこと。そして一方では、年齢に関係なく重症化した人や長い後遺症で苦しむ人もいるとの説

明もあった。 

 また後半では、インタビュアー植村信保氏（福岡大学商学部 教授・

保険アナリスト）のリードによる、参加者からの質問に松本先生に答

えてもらうコーナーもあり「マスク生活がいつまで続くのか」の問い

には、今年中はまだマスク生活が必要、マスクはコロナ感染を防ぐ意

味で大きな効果をもたらしたことは事実。しかし人類は常にいくつか

の感染症にかかり合い抗体を作ることで全体で見た時に体を強くす

るという側面がある。マスク生活を永遠に続けると、こうした抗体を

作る機会が減ることで全体として見た時には弊害もあるとの説明も

あった。 

 

◇新たな時代に支持を獲得する保険代理店７つのポイント 

 第２部は～新たな時代に成長を続ける働き方を保険代理店、保険会社両方向から探究する～とのテー

マで、働き方改革の専門家で作家の沢渡あまね氏（あまねキャリア株式会社 代表取締役ＣＥＯ）と、

ファシリテーターは初の試みで保険会社社員の中田実樹氏（東京海上日動火災）に行って頂くというス

タイルで非常に切れ味あるテンポでセッションが行われた。 

 古き良き時代のレガシー（時代遅れ）体質が未だ残る保険業界、仕事とは皆で一緒に苦労する？とい

う古い発想から抜け出し、これからは若い世代から憧れと明るい未来を感じてもらえる業界へと進化す

るための道を切り拓く方向に目を向けていく、そんな新たな風を感じる内容だった。 

 具体的には、沢渡あまね氏の著書『新時代を生き抜く越境思考～組織、肩書、場所、時間から自由に

なって成長する』（技術評論社刊）を元にして「新たな時代に支持を獲得する保険代理店７つのポイン

ト」を提唱。レガシー（時代遅れ）代理店モデルに対置するモダン代理店モデルを対置した、その内容

は、①超前向きな企業体質、②社員の多様性を重視、③自立と自律が具現化されている、④ＤＸを武器

にしている、⑤時代を反映したワークスタイル、⑥越境に積極的、⑦見えないものに投資できる それ

ぞれをしっかり掘り下げ、今まで目を背け、出来ない言い訳をしてきたレガシー思考から一歩を踏み出

す越境思考の必要を力説した。 

 

◇新な時代に活躍する代理店像を巡り論議 

 第３部は、現役保険代理店経営者以下４名によるパネルディスカッション。 

ファシリテーター：小林俊幸（ＨＡＲＥＬ株式会社 代表取締役） 

パネラー：小坂 学（株）ソフィアブレイン代表取締役、ＲＩＮＧの会会長 

パネラー：小田島綾子（株）おだじま保険事務所代表取締役、日本代協会長 

パネラー：彦田好之 トライチャーム（株）代表取締役 

 ４名はいずれもＲＩＮＧの会メンバー、～新な時代に活躍する代理店像を実現するため、現行の代理

店評価制度をもとに、保険業界、保険会社への提唱を行う～とのテーマで率直なディスカッションが行

われた。 

 

◇越境事例を出し合う 

 第２部の７つの提言を受けてパネリストの各代理店がそれぞれに実行していることの紹介もあった。

例えば、小田島氏は今年、日本代協（一般社団法人日本損害保険代理業協会）の会長に就任、また会社

経営では保険代理店と食品会社の２社を経営、まさに「越境」状態にあるが、これらを全て両立させる

コツは「軽やかな切替」そして「相乗効果も大きい」とした。また、小坂氏の会社は成田駅前のビルに

オフィスを構え賃料にかなりの投資をしており、これは宣伝費用だと思っているとの説明、「見えない

ものへの投資」の具体例となっていた。続いて、彦田氏の会社では YouTube チャンネルを開催、専任

のスタッフを置き、ＤＸを武器に地域貢献をしている様子が紹介された。 
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◇核心は「代理店評価制度」 

 ３部のテーマの核心は、これから保険代理店が選択しよ

うとしている道を、果たして保険業界、保険会社は同じベ

クトルで進んでくれるだろうか？自社の社員、組織、保険

会社の担当者、代理店と保険会社のパートナーシップ等

を、事前に代理店経営者と保険会社の代理店担当社員から

収集したアンケートを基に、話し合い、中でも「代理店評

価制度」では白熱した議論になった。 

 

◇「未来ポイント」の創設を提起 

 保険代理店が代理店運営を「経営」として捉えるとき、

保険会社の思惑と経営者としての理念が相入れないケースが多く、それがパートナーシップに大きな溝

を作ってしまうことになっていないか。ポイントを取るか、理念を取るか・・・前者をとればロイヤリ

ティーは高くなるが、自社社員さんは果たしてそれで納得するだろうか？ 数字をとって優績表彰とな

ればロイヤリティーは高くなるが、果たしてそれで本当に社員は納得するだろうか？つまり、代理店経

営が「社長のエゴ」になっていないか？経営理念がそれぞれの保険代理店で違うように、評価もまた幅

を持たせて変形し、多様性を持って進化していただきたい、という結論になった。 

 そして保険会社と保険代理店が本気で協力し合い発展を目指すパートナーとして進化するため、保険

業界の未来に貢献する保険代理店を評価する「未来ポイント」の創設を、との提言がなされた。 

 

◇明日を見据え目に見えないもの（人材育成、ＩＴ活用等）に投資を 

 また、ファシリテーターの小林氏からは「今の時代、情報はタダで手に入れられる。だからこそ、人

の育成をはじめ、こうした勉強にも投資をしている皆さんは素晴らしい」との、来場者とオンライン参

加者に向けて伝えたメッセージがあった。 

 

 コロナがいまだ終息しない局面下でのオープンセミナーで、3 年前とは様変わりの環境下での実施で

はあったが、前向きな知恵と改革への意欲が、保険業界と日本の将来を作っていく―、そんな溢れるパ

ワーと共に、代理店のみならず保険会社とともに考え、新たなパートナーシップづくりと、そのための

「越境思考」、多様性ある進路という視点の提示による、明るい未来に向けた刺激的な指針が示され、

爽やかな風を感じるセミナーとなったのではないか。 

 

（保険ジャーナリスト、inswatch 編集人） 
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『街道シリーズ』（美濃路その 30） 

                                        松尾 一 

 

伝馬橋から札の辻へ 

  

徳川家康の命で福島正則が開削した堀川。その堀川右岸沿いに南下した美濃路は、幅広い県道60号を渡り、

すぐ東に折れ、堀川に架かる伝馬橋に着きます。 

 伝馬橋は、長さ11間５尺（約22メートル）、幅３間（約6メートル）という木製の橋で、擬宝珠（ぎぼしゆ・

ぎぼし）が付けられていました。「尾張名陽図会」の

「伝馬橋」には擬宝珠が描かれています。擬宝珠と

いえば京都三条大橋や、飛騨高山の宮川に架かる朱

色の橋で知られる中橋が思い出されます。 

 美濃路は、伝馬橋を渡ると材木町に入ります。「尾

張名陽図会」の「伝馬橋」には堀川左岸に家より高

く立てられて並ぶ木材が描かれています。 

 江戸時代、この辺りの堀川沿いには材木屋が集中

していたため、「材木町」という地名となったのです

が、のち名古屋市の住居表示による町名と境の変更

によって、「材木町」は消滅してしまいました。 

 美濃路に戻ります。伝馬橋から幅広い国道19号を 

            (伝馬橋) 

渡り伝馬通りを東に進むと、間もなく桜天神社に着きます。ビルに囲まれている神社ですが、織田信長の父、

織田信秀が那古野城に建立したといい、現在は名古屋三天神として崇められています。美濃路はここを過ぎ

ると、すぐに「札の辻」に着きます。現在の中区錦２

丁目と錦３丁目との境のある伝馬町通り本町交差点

です。 

 札の辻の「札」とは高札のことで、高札は人が集ま

る街や村の中心地に設置されていました。「辻」は交差

点のことです。つまり、高札場が設置してある交差点

というような意味です。ここは、美濃路を始め木曽街

道、下街道、岡崎街道などとの街道の分岐点でもあり、

公的な荷物を扱う伝馬役（問屋場）も置かれていまし

た。札の辻は東海道の大津宿や北陸街道の金沢が知ら

れています。岐阜県神戸町の街中にもありました。 

 

          （札の辻） 

 さて、普通、街道筋の城下町は、美濃路の大垣宿や中山道の加納宿のように宿場町と兼ねています。しか

し、名古屋城下には宿場の要である本陣や脇本陣がありません。ただし、20軒ほどの旅籠がありました。名

古屋城下に正式な宿場が無かった理由は、近くに東海道の熱田宿があったからかもしれません。 

 美濃路は、名古屋の中心地の札の辻を南に折れ、本町通を通り大須へ向かいます。 

 

                                          （まつお・いち）ライフワークは民俗、地域史(近世交通史) 

                          著書は『岐阜地理・地名・地図の謎』(監修・実業之日本社)、『みのひだ雑学』(岐阜新聞社)など多数 
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会員投稿 

家族のケガと家の片付け 
 

先月号にて、私自身の心筋梗塞についての記事を書いたばかりなのですが、今度は、皆さまにも一昨年までお

世話になっており、現在は家のことと地域活動で頑張っていた父親「高橋 健」が、趣味の家庭菜園中に６０セ

ンチくらいの脚立から転落、大腿骨を骨折して入院するという大変なケガを負ってしまいました。我が家は何か

あるのでしょうか？本当に岐阜市民病院さんにお世話になりっぱなしの状態です。 

ドクターの話によると、やはり年齢からくるものなのか、 

高齢者の大腿骨骨折は非常に多いケガということでした。 

今回は幸いなことに、関節から少し離れた場所で折れている 

ため、人工関節を入れることはせず、プレートを入れてボル 

トで固定するという手術になりました。このプレートとボル 

トは死ぬまでこのままだそうです。 

６月２１日現在はリハビリのため転院し、岐阜市忠節に 

ある近石病院に入院中です。歩行器を使って歩くことができ 

るようになりました。 今月末からは、杖を使って歩行する 

リハビリを行うとの事です。このまま歩けなくなることだけ 

は大変なので、頑張ってもらいたいところです。 

このような状態ですので、家を徹底的に片付け、介護に備 

えていらないものを処分し、家の中のスペースを作らなけれ 

ばならない状況になりました。                 

やはり父親は昔の人ですので、本当に我が家は「物を捨てる     

ことができない」人間が作り上げた家の典型的な状態です。    （笑顔でリハビリ中） 

金魚を飼っていた時に使っていた浄水器、壊れて使えなくなったもの一部分がなん十個も出てきたり、とんでも

ない量の植木鉢が隠してあったりなど４０年に渡って隠し続けた「いつか使えるかもしれないもの」がゴロゴロ

と出るわ出るわ（笑）。 

片づける前には呪文のように、「いつか使うかもしれないは「モノ」は今後絶対に使わない！」と心の中で唱えて、

徹底的に廃棄作業を行っております。とてつもない量の廃棄物を市の処理場に持ち込んでいますので、顔なじみ

になってしまいました。 

僕と同じ世代の皆さんも、今後のことを考えるとやはり家の中の整理、いらないものの廃棄は動けるうちにや

っておかないと大変だと思います。僕は毎朝６時に起きて朝１時間やっていますが、とても追いついていない状

態ですので。 

ということで、編集後記に皆様に少しお知らせしたいことを書いておきました。ご興味のある方よろしくお願

いします。              

（広報機関紙委員長 高橋 励） 
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058-268-6543

岐阜県代協会員の皆様、当社はオリックスレンタカー店舗を運営しております株式会社タカサワと申します。

代車でお困りの際には、是非とも当社のレンタカーサービスをご利用ください！

　●国産全メーカー・輸入車・特殊車両(冷凍車・福祉車・各種トラック)の豊富な車種の取扱いがあります。

　　店頭在庫がなくても、グループ内の豊富な車両の中からご要望に添えるお車をお探しします！

　●突然の事故…　代車を一刻も早くお客様の元へ手配しなければ…
　　そんな時はお任せ下さい！配車スタッフの多い当社なら迅速にご手配させて頂きます！　

　　もちろん土・日・祝日のご対応もお任せ下さい！
　●工場様へのお届けはもちろんのこと、お客様ご自宅や事故現場へのお届けにも対応させて頂きます！

　●車種と料金が見合わないと思う場合でもご相談下さい。豊富なラインナップよりご提案いたします。

　●代車特約など料金上限がある場合でもお気軽にお問い合わせ下さい。ご相談いたします。

　●岐阜県・愛知県はもとより、全国のネットワークからご手配致します。

金山駅前店 小牧豊山店 ＴＥＬ

美濃太田駅前店

岐阜市安良田町5-9

春日井店 刈谷店 ＴＥＬ 0584-93-0543 大垣市長松町1215-2

一宮店 岡崎店 ＴＥＬ

愛

知

県

岐

阜

県

岐阜店

大垣店

多治見店 0572-21-0543

津島店 名古屋呼続駅南店　

まずは岐阜県の最寄店舗へご連絡ください！名古屋駅太閤通口店　 長久手公園西駅前店

多治見市若松町1-9-1

ＴＥＬ 0574-66-1543 美濃加茂市太田町1741-2
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SHINWAグループ 

いつも大変お世話になりましてありがとうございます。 
現在、新型コロナウイルスの感染状況も予断を許さない状態が続いております。皆様も引き続きウイ

ルス感染対策を万全に行って頂き、くれぐれも健康・体調管理にご留意下さい。さて 6月に入り、梅雨
入りで湿度や気温の高い日が続く様になってまいりました。これからの時期に多いエアコンの不調や
ワイパーの不良・バッテリートラブルなどの各メンテナンスや事故修理・車検・定期点検・車販等も最
寄りの SHINWAグループ各社に是非ご相談・ご用命下さい。 

 

 

 

 

 

 

ご依頼は、用途や地域に合わせて各工場に直接ご連絡ください。 

 

  

オートボデーショップ篠田 大垣市上面 4-60 0584-74-7892 

平野鈑金工業 岐阜市中鶉 1-120 058-271-0773 

和田鈑金工業 岐阜市敷島町 8-105 058-251-7065 

AUTO PIT 羽島鈑金 羽島市竹鼻町狐穴 1413-1 058-392-1521 

オートリペアカワシマ 岐阜市打越 548 058-232-4185 

三田自動車工業 大垣市十六町 618-1 0584-91-7381 

成田鈑金工業所 多治見市小泉町 1-164 0572-22-5456 

リフレッシュセンター渡辺 瑞浪市小田町 1864-2 0572-68-0980 

カトー自動車工業 可児市瀬田 1085-1 0574-62-3207 

エコなおしのライト 高山市石浦町 9-408 0577-62-9345 
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本 社： 岐阜市茜部中島2丁目66-6 電 話: 058-274-0110
Ｕ Ｒ Ｌ ： http://www.nihonguard.co.jp        ｅ-ｍａｉｌ ： eigyou@nihonguard.co.jp

安心を高齢者の皆様へ

ホームセキュリティの新提案
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【広報機関誌委員会報告】 

★岐阜県損害保険代理業協会 会員証作成についてのアンケート結果報告 

 

２０１７年度より企画してまいりました岐阜県代協会員証作成について賛否のご意見をお聞 

かせいただきたいと、２～３月に実施いたしましたアンケート結果がまとまりましたので下記 

の通りご報告させていただきます。 

                    記 

  ・アンケート依頼数・・２２１会員代理店  

・アンケート回答数・・１３２会員代理店 回答率 ５９．７２％ 

（作成する ６１会員代理店 ・ 作成しない７１会員代理店） 

 

会員代理店の５９．７２％のアンケート集計ができましたが、作成しない会員数が回答数の 

５０％を超えたため会員証作成については廃案とさせていただきます。 

 アンケート実施に際しましては、多くの方々から貴重なご意見をいただき、誠にありがとうご 

ざいました。皆様からお寄せいただいた貴重なご意見・ご要望をこれからの広報活動の参考と 

させていただくとともにお役に立てるような新たな企画に取組んでまいりますので、今後とも 

よろしく お願い申し上げます。 

ご協力くださいました会員の皆様に心よりお礼申し上げます。 

                              広報機関誌委員長 髙橋 励 

 

 

編集後記 

会員投稿でも一部書きましたが、家の片付けと整理整頓でテンテコマイの状態です。我が家は父親の 

園芸の趣味のために、ジャングルと言って良い状態なのです。 

そんな中で、観葉植物として人気のあるサンセベリアの鉢が大量にあり、皆様にお分けできたらと思って 

います。 もし、引き取っていただける方がいらっしゃいましたら事務局までご連絡ください。 

 

（岐阜支部  髙橋 励） 

 

発行日／２０２２年 ６月２７日     責任者／遠藤昌克   発行／広報機関誌委員会 

〒501-0204 瑞穂市馬場春雨町 1-50-2 Tel 058-329-0050 Fax 058-329-0040 

E-mail : gfdaikyo@opal.ocn.ne.jp  http://gifudaikyo.or.jp/ 
 

 

【編集室メンバー】 

馬場 浩之、髙橋 励、熊木 千夏、後藤 哲裕、小林 一嗣、宇野 美佐、小栗 誠、  

遠藤 昌克、森 信彦 

 

本号より編集室メンバーが新しくなりました。 

会員の皆様には、これからもご協力いただきますようよろしくお願い申し上げます 

 

 

mailto:gfdaikyo@opal.ocn.ne.jp
http://gifudaikyo.or.jp/

